
  

  
希学園 小６ 第 378 回公開テスト 理科 2023 年 11 月 12 日実施 模範解答 制限時間 30 分 

 

 

 
 
１ 
 

(1) イ (2) ウ (3) ウ (4) ア 

 

(5) エ (6) ウ (7) エ (8) エ 

 

２  
 

(1) アミラーゼ (2) ウ (3) 口→      オ ア エ カ コ (完答) 

 

(4) Ａ と Ｃ (5) Ａ と Ｃ (6) Ｃ と Ｄ (7) Ａ と Ｂ 

 

３ 
 

(1) 中 生 代 (2) 凝灰岩
ぎょうかいがん

 (3) 

層２ 層４ 

泥岩
でいがん

 礫岩
れきがん

 
 

(4) イ と ウ (5) 

① ② 

(6) ウ と オ (7) 30        m 
Ｒ Ｐ 

 

４ 
 

(1) 

固体Ｐ 固体Ｑ 液体Ｘ 液体Ｙ 

(2) 水素 (3) 

① ② 

ア ウ ク カ ウ エ 
 

(4) 60       mL (5) 32       mL (6) 96       mL (7) 2200      mL 

 

５ 
 

(1) 100       g (2) 150       g (3) 300       g 

 

(4) × (5) け (6) く (7) × 

 
 
  
                           

 
   

［配点］１：各 2点×8問＝16 点 ２～５：各 3 点×28 問＝84 点 計 100 点 

 
  

（順不同・完答） （順不同・完答） （順不同・完答） （順不同・完答） 

（漢字 2 字指定） 

（順不同・完答） （順不同・完答） 
（完 答） 

（完 答） （完 答） 

（完 答） 



  

  
希学園 小６ 第 378 回公開テスト 理科 2023 年 11 月 12 日実施 解説 

 
  

２ 

(2) 胆汁は消化酵素を含んでおらず，脂肪の消化を助けるはたらき(乳化作用)をもつ。 

(4) 袋１の中のＡは，だ液があり，ヨウ素液の色が変わらない(デンプンがない)。袋２の中のＣは，だ液がなく，ヨウ素液の色が変わる(デ

ンプンがある)。この 2 つを比べることにより，だ液がデンプンを分解することがわかる。 

(5) 袋１の中のＡは，だ液があり，ヨウ素液の色が変わらず(デンプンがない)，ベネジクト液の色が変わる(糖がある)。袋２の中のＣは，

だ液がなく，ヨウ素液の色が変わり(デンプンがある)，ベネジクト液の色が変わらない(糖がない)。この 2 つを比べることにより，だ

液によって分解されたデンプンは糖に変わることがわかる。 

(6) 袋２の中のＣにはデンプンがあり，袋２の外のＤにはデンプンがない。この 2 つを比べることにより，デンプンがセロハンの穴を通

り抜けられなかったことがわかる。 

(7) 袋１の中のＡには糖があり，袋１の外のＢにも糖がある。この 2 つを比べることにより，糖がセロハンの穴を通り抜けられたことが

わかる。 

３  

(1) アンモナイトは中生代を示す示準化石である。 

(4) 層４→層３→層２の順に，小石→砂→ねん土と，だんだん水深が深いところに堆積する粒に変化している。 

(5) 地点Ｐ，Ｒを結ぶ線は谷，地点Ｑ，Ｓを結ぶ線は尾根になっている。川は谷を標高の高いところから低いところへと流れる。 

(6) それぞれの地点の層Ｘの上面の標高に注目する。 

地点Ｐ：地表面 100m－地下 10m＝標高 90m 地点Ｑ：地表面 110m－地下 20m＝標高 90m 地点Ｒ：地表面 120m－地下 20m＝標高 100m 

地点Ｐ，Ｑでは，層Ｘの上面の標高はどちらも 90m なので，東西方向は水平とわかる。 

地点Ｐ，Ｒでは，層Ｘの上面の標高がＰ90m，Ｒ100m なので，南北方向は北方向に下がっていることがわかる。 

(7) 地層の東西方向は水平になっているので，地点Ｓの層Ｘの上面の標高は，地点Ｒと同じ 100m である。 地表面 130m－100m＝30m 

４  

(1),(2) 実験１．Ｐ(ｱﾙﾐﾆｳﾑ)＋Ｘ(水酸化ﾅﾄﾘｳﾑ水溶液)→水素 実験２．Ｑ(鉄)＋Ｙ(塩酸)→水素 実験３．Ｐ(ｱﾙﾐﾆｳﾑ)＋Ｙ(塩酸)→水素 

(4) 表１       (5) 表２        (6) 表３       

液体Ｘ(mL) 20 40 60 80 100  液体Ｙ(mL) 20 32 40 60 80 100  液体Ｙ(mL) 20 40 60 80 96 100 

気体(mL) 400 800 1200 1200 1200  気体(mL) 250 400 400 400 400 400  気体(mL) 250 500 750 1000 1200 1200 

(7) 粉末Ｒ5g の半分は 2.5g 

 Ｐ ＋ Ｘ → 水素  Ｑ ＋ Ｙ → 水素  Ｐ ＋ Ｙ → 水素  

 1g  60mL  1200mL  1g  32mL  400mL  1g  96mL  1200mL  

 1.5g    1800mL             … 2.5g＝Ｐ1.5g＋Ｑ1g 

       1g    400mL  1.5g    1800mL … 400mL＋1800mL＝2200mL 

５ 

 

Ａ200g Ａ200g Ａ200g Ａ200g 

Ｂ200g 

100g 100g 50g 150g 300g

100g

400g
(1) (2) (3) (4) 

お，かの間をつるす 
と水平にできるが， 
穴がなく，水平にで 
きない。 

Ａ200g 

Ｂ200g

Ａ200g Ａ200g Ｑ300g 

Ｂ200g Ｂ200g

Ｐ200g 

Ｑ200g 

Ｐ100g 100g Ｐ600g 

400g 

Ｑ200g 100g

(5) (6) (7) 

板がなく，水平にできない。 


